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2011春闘方針を確立する第 130回支部臨時大会が 2月

26 日（土）東京・神田の中央大学駿河台記念館で開催さ
れました。 
今春闘は、外勤制度を守るたたかいの和解が成立し、原

告組合員が新たな人事制度のなか

でたたかうはじめての春闘になる

わけですが、争議解決の原動力となった固い団結を引き続き維持し、

2011 春闘を、そして今後すすめる運動を、全員で力強く踏み出し
ていくことを確認しました。また、今後の運動を見通し、組織のあり方論議から着手した

規約改定議案をはじめ、すべての議案を全代議員一致で可決承認しました。あわせて、次

回定期大会までに、組織がさらに団結強化できるような体制をつく

るための論議を、全員でおこなっていくことも確認しました。 
大会の最後に 3 月末で退職する篠
崎組合員が登壇し「争議中、たたか

いを一日も早く解決させようと一生懸命にビラを配ったが、

つらいと思ったことはただの一度もなかった。みんなと顔を

合わせられることが、楽しくて、楽

しくて仕方がなかった。ここで退職

し区切りはつけるが、引き続き支部の運動に協力していく」と挨拶

すると、ひときわ大きな拍手が沸きあがりました。 
私たちは、外勤社員制度を廃止するという会社の一片の通知によって、保険料領収証も、
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自分を信頼してくれるお客さんも、社員としての身分も、取り上

げられるかもしれないという

極めて厳しいリスクとたたか

って、現在の到達点をつくって

きました。この到達点を築いた

のは、労働組合に結集し労働組合の活動によって自らの

働く基盤をきりひらこうと団結してたたかったからに

他なりません。この貴重な〝経験〟を財産に、さらに全損保日動外勤支部に団結・結集す

ることで、確固たる明日をきりひらいていきます。 
（次ページに大会決議を掲載しています。） 
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全損保日動外勤支部への団結と結集によって 

さらに確固とした明日をきりひらいていく決議  

 

２０１１春闘は、外勤制度を守るたたかいの和解が成立し 1 年を迎え、原告組合員が、
新たな人事制度のなかでたたかうはじめての春闘になる。 

 
新運動年度を迎え、私たちは、和解条項に沿った会社対応が行われているか、細目協議

で確認されたことが正しく行われているか、便宜供与事項が協定どおり行われているか、

働きやすい職場環境が整えられているか、常に職場目線でチェックをおこいない、整えら

れていない問題に対してはただちに交渉を持ち、会社に是正を求めてきた。また、役割等

級制度という新たな人事制度のなかで保険募集をおこなう従業員として、確認しなければ

ならないことを、時に鋭く、時に智恵を使って、会社に確認を迫ってきた。こうした地道

な取りくみによって、確かな成果がひとつずつ形になってあらわれており、残された課題

も解決に向けて引き続き会社と交渉を重ねている。 
迎える２０１１春闘は、まさにこの要求スタンスで、このたたかうかまえで、のぞむ春

闘になる。 
 
私たちは、春闘要求づくりと並行しておこなわれた規約改定論議を通して、組織のあり

方論議をすすめてきた。私たちの基本的な、そして将来を見据えた運動の目標は何かを考

え、それを実現させるためには何が必要で、いまどうしていかなければならないか、どう

いう体制を形つくっていくのがベストなのかを、論議してきた。論議を深めていけばいく

ほど、仲間と話し合えば話し合うほど、組合活動の原点である〝団結〟の大切さに結論は

導かれた。それは、私たちが、あれだけ大きな闘争を、全損保日動外勤支部への〝団結〟

によって解決できたことを、経験として、学んだからに他ならない。この経験を財産に、

２０１１春闘、そして今後の運動を力強くすすめていく。 
 
私たちが今後すすめていこうとする運動は、いまの業界情勢、社内情勢を考えれば、決

してたやすいものではない。しかし、私たちは、外勤社員制度廃止という働く制度をなく

される、いわば〝ゼロ〟から、現在の状況をつくってきた。社員としての身分も、契約も、

領収証も、すべてを奪われるかもしれないというリスクとたたかった。組合財産も、１円

もないという事態からたたかいを構築してきた。こうした明日がまったく見えない逆境か

らでさえ、労働組合に結集し、団結して要求を掲げ、組織として決めたことを全力で実行

していけば、必ず道はひらけていくことを実証した。この貴重な教訓を、今一度、全員で

共有しよう。そして、掲げる要求と運動に確信を深め、全力を傾けよう。 
全損保日動外勤支部への団結と結集によって、さらに確固とした〝明日〟をきりひらい

ていく決意を固め、大会決議とする。 
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２０１１年２月２６日 
全損保日動外勤支部 第１３０回支部臨時大会 

 
 


